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1. はじめに 
我々は利用者が想定した内容を裏づける情報や，

意外性のある情報を入手できる情報システムの

実現を目指し，検索されたコンテンツを利用者

の考えるコンテキストに沿って並べ替える機能

を構築中である．これにより，直接的な回答と

なるコンテンツが探し出せない/存在しない場合

でも必要な情報の入手が可能となる．このとき，

専門外のコンテンツも取り扱えることで，より

強力な支援を実現できる．専門外のコンテンツ

を有効に活用するには，そのコンテンツに何が

書かれているかということを，利用者が理解で

きることが必要である．専門家でない利用者が

専門知識を理解し，情報を有効利用する方法と

してKM(Knowledge Management)では5W1Hに従っ

て情報共有が必要とされ[1]，さらに[2]はこれ

をコンテンツ流通に応用させるべく特に人

(who) ，地名(where)，時(when)に相当するメタ

データの利用を提案している．一方，慶應義塾

福沢研究センターが所有するある写真コンテン

ツは，｢福沢諭吉筆『西航記』(後略）｣｢遣欧使

節団に随行(後略)｣｢1861～1862｣というメタデー

タを持つ．しかし一般の利用者がこのコンテン

ツを探したい場合「福沢諭吉 ヨーロッパ 19世

紀」などが用いられるであろう．そこで我々は，

メタデータの値として使用される用語の専門性

を下げ，一般の利用者が理解できるレベルに変

換することが必要であると考えた．今回，コン

テンツの持つメタデータを対象に，”地名”，”時”
にとして分類できるメタデータの値の粒度を変

えて別のメタデータとして持たせた．具体的に

は，”地名”に分類できるものの値に対し，それ
が存在する大陸名を値とする別のメタデータを，

また”時”に分類できるメタデータの値に対し，
それを西暦表記による年月日を値とする別のメ

タデータと世紀表記を値とするものの２つのメ

タデータを追加した．作成したメタデータを用

いて，コンテンツを閲覧しても一般の利用者が

その内容や作成背景を把握できないと考えられ

る専門性の高いコンテンツを利用し，検索実験

を行った結果，我々の提案するメタデータの構

成の有効性を確認した． 

 

2. メタデータの例 
国立国会図書館のデジタルアーカイブポータル1

中の 30件のコンテンツを対象に，メタデータの

値が①”地名”，もしくは”時”を表すものが存在

するか，②それらは複数個存在するか，そして

③複数個存在する場合，同一の内容を表現(粒

度)を変えたものが値になっているかを調べた 

(Table1)．全コンテンツ中，同一の内容で粒度

を変えた値をメタデータとして持つものは 10分

の1であった． 
Table1 メタデータの例 

  

メタデータ

を持つコン

テンツ 

左記中で”地名”,”時”

である複数のメタデー

タを持つコンテンツ 

左記中で同じ意味

で粒度を変えた値

をもつコンテンツ 

地名 10/30 6/10 3/6 

時 30/30 8/30 0/8 

 

3. 拡張メタデータ構成案 
次の方法で拡張版メタデータを作成した． 

“地名”メタデータの拡張：“地名”であるメ

タデータすべてに対しそれが存在する｢大陸名｣

を値とするものを手作業で作成（Fig.1）する． 

”時”メタデータの拡張：”時”であるメタデ

ータすべてを対象に，「世紀」表現を値とする

ものを手作業で作成する(Fig.2)．この方法で作

成される拡張版メタデータの構成イメージは

Fig.3の通り． 

 

4. 比較実験と考察 
さらに，拡張版メタデータを利用したコンテン

ツ検索の実験を行った．”地名”と”時”のメタデ

ータを持つ 160件のコンテンツを用意した(C1)．

さらに同じ 160件のコンテンツを別に用意し，

前述した拡張版メタデータを付与した(C2)．こ

の 2セットのコンテンツを対象にそれぞれ同じ

20例の検索を行い，検索結果の精度と再現率を

比較した(Table2，Table3)．そして，C1と C2

のコンテンツセット別に精度と再現率の平均を

算出し両者を比較した(Table4)．C1を対象にし

た検索の平均精度は 24%，同再現率は 33%． C2

を対象にした検索の平均精度は 19%，同再現率は

平均 78%であった．どちらも 20のテスト事例に

                             
1 http://www.dap.ndl.go.jp/home/ Metadata Design for Academic Digital Contents 
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よる数値のばらつきは大きくなく同程度であっ

た． 

つまり拡張版メタデータを付与したコンテンツ

を対象にした検索では，妥当性の高いものが漏

れなく出力される傾向にあるといえる．  

 
Fig.1 “地名”の拡張メタデータ作成手順 

開始

メタデータから地名に
分類される値(A)を抽出

地図上にバルーンが
表示される

国の一覧表[4]からBの
位置する”大陸名”を特定し

新しいメタデータ値として追加

終了

Geocoding.jp[3]に
Aを入力

先頭のリンクを
クリック

バルーン内に地名が
(A , B)表記で表示される

YES

YES

”アジア”を新しい

メタデータ値として追加

 
 

Fig.2 “時”の拡張メタデータ作成手順 

開始

メタデータから
時に分類される値(X)を抽出

X in 西暦表現?

西暦年から世紀を特定し
新しいメタデータ値として入力

日本史時代区分表 [5]を
用いてXの西暦年を特定

X in 和暦表現?

終了

YES YES

 
 

Fig.3 拡張版メタデータの構成イメージ 

時に関するメタデータ
Coverage_temporal,
Date  …等

地名に関するメタデータ
Coverage_spatial …等

時に関するメタデータ
Coverage_temporal,
Date  …等

地名に関するメタデータ
Coverage_spatial …等

時に関するメタデータ
Coverage_temporal_origin,
Coverage_temporal_century_name,
Date_origin,
Date_century_name …等

地名に関するメタデータ
Coverage_spatial_origin,
Coverage_spatial_continent…等

時に関するメタデータ
Coverage_temporal_origin,
Coverage_temporal_century_name,
Date_origin,
Date_century_name …等

地名に関するメタデータ
Coverage_spatial_origin,
Coverage_spatial_continent…等

 

Table 2 実験のテストケース（部分） 
実験

No 
検索目的 検索キーワード 

TagetCont

ents 数1 

1 

中世ヨーロッパの邸宅の見

取り図を見たい 

ヨーロッパ 貴

族 邸宅 図 3 

2 

日本と西洋の人体解剖図

の描き方の違いを見たい 

日本 ヨーロッ

パ 人体 解剖 8 

3 

18 世紀の貴族の結婚生活

の様式を知りたい 

18 世紀 貴族 

結婚生活 4 

 

Table 3 実験結果（部分） 
実験 No 検索に使ったメタデータ 精度2 再現率3 

C1 16 33 

1 C2 30 100 

C1 40 25 

2 C2 16 50 

C1 20 50 

3 C2 17 75 

 

Table 4 実験結果の平均 
検索に使ったメタデータ 精度 再現率 

C1 24 33 

C2 19 78 

 

5. まとめ 
”地名”，”時”に注目した拡張版メタデータ

の構成を提案した．この拡張版メタデータをコ

ンテンツに付与しておくと，妥当性の高いもの

が洩れなく出力される傾向にあることがわかっ

た． 
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1 TargetContents数:検索目的に合致しているコンテ
ンツの数 
2精度：（実際に検索されたTargetContents数）÷

（出力全コンテンツ数）×100 
3再現率：（実際に検索されたTargetContents数÷

TargetContents数×100 
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